


















































































































































































































































































治安 1 平和の維持 平和の素乱者がいないか。





























































役職・食料 24 不．正　O的CeS 役人が食料品に関して不正な財物強要を行っていないか。
役職・徴税 57 徴税役CO11㏄tOrS
国王への公的義務として15分の一税の徴税役が手元にあるお金を自分のために使っていないか。
役職・貧民 6ユ 貧民救済poor 貧民救済の責任者が義務を遂行しているか。??????
60 浮浪者。agabo・ds 治安役、区庶務役、その他の役人が義務を遂行しているか。
6ユ
1V
念のために、審問条項のカテゴリーごとの比率を図示しておこう。
度量衡
5％
治安関連
　18％
　審問条項の類別
役職／区集会
　9％
営業／価格
　23％
　　　　　　　公共物ノ公衆衛生
宗教／道徳関連　　　　　15％
　　12％
　前掲表からも容易に推定されるように、このカテゴリー分類はきわめて窓意的であり・
いくつかの条項は複数のカテゴリーに関連しているし、見方によっては別のカテゴリーに
分類できる条項も少なくない。また、関連する条項の多さ（カテゴリーの比率の高さ）
は、かならずしもその規制や取締りの区行政における相対的な重要性を示しているわけで
はない。例えば、「営業／価格」関連の条項がほぼ四分の一を占めているからといって、
区行政のもっとも重要な役割が経済関係の規制にあった、と結論するのは早計だろう。と
はいえ、区が、犯罪人の逮捕から買占めの防止まで、住民の動きの掌握から道徳的振る舞
いの監視まで、フリーメンの保護から公衆衛生の管理まで、ロンドンの地域住民の生活の
いかに多くの側面に関わることを「期待されて」いたかは、この表と図で」目瞭然であろう。
　本稿で紹介してきた17世紀初頭の「区審問事項」が掲載された刊行物には、審問に携
わるものだけでなく、区内の住民すべての日常生活にとって関わりの深い事柄が取り上げ
られている。それは審問を行う当事者にとってのガイドラインであるとともに、区という
地域社会で暮らす住民全員にとっての生活規範やルールと呼ぶべきものを網羅している。
それが印刷されたのはおそらく、区の役人が職務を引き受けたり、遂行するための便覧と
して使用するためであり、また区集会やその他の機会に住人に向かって読み上げるためで
もあった。
　「区審問条項」はその後も、19世紀にいたるまで印刷され続ける。1ωしかしこうした資
10）　たとえば、BLCup．561．e（！66〕，λ〃c1‘∫ψ肋‘C脆螂昭召ψ肋8㎜蜆〃刎oま〃榊刎∫f（London，1830P）．
近世ロンドンの行政区をめぐる・一資料
?
料から区の現実の姿を安易に推定してはなるまい。それらはあくまでも区と区住民が守る
べき規範や義務をうたったものであった。それがどの程度地域社会の現実と乖離していた
か、地域社会の現実はどのようなものであったかは、別の資料から検討してかねばならな
い。これが次の課題である。
（本稿は、文部科学省研究費基盤研究C（2）および早稲田大学特定課題研究による成果の一部である）
